



































































































































































進路学習や学活の時間などで，自分の「将来の生き方」について考えることができたか。 71％ 78％ ↑
道徳の時間や体験活動を通して，周りの人たちを思いやる気持ちをもつことができたか。 94％ 97％ ↑
あいさつや言葉遣いに注意して生活することができたか。 91％ 97％ ↑
学校の様々な活動で，地域（三和の自然・モノ・人）とふれ合う場面を通して，今までより，ふる
さと三和への関心が高まったと思う。 86％ 91％ ↑
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年間にわたる総合的な学習の振り返りの集計結果（表２）によれば，生徒は総
合的な学習の時間に行なった様々な活動を通して「コミュニケーション力」
「共感する力」など対人関係の構築や維持に資する有用性を認めていたことが
確認できる。
　この他，自分の将来に関する質問項目「自分には良いところがある」「難し
いことでも失敗を恐れずに挑戦しようと思う」「自分の将来に対してそれほど
悲観していない」について，４段階評価を行ったところ，そのいずれの項目に
おいても，８割以上の生徒が肯定的な自己評価をしている。
　以上の結果から，見通しの立ちにくい将来に対して前向きな姿勢で臨もうと
している生徒が多いことが確認できた。
　⑵　抽出生徒Ａ男3への着目
　Ａ男は，入学当初，相手に対して配慮のない尊大な言動をすることが多く，
仲間と良好な関係を築くことができずにいた。また，学習意欲もさほど高くな
く，家庭での学習習慣も身に付かぬまま２年生へと進級した。以下，Ａ男が，演劇公演へと至る様々な活動を通して，
どのように変容したかを本人が書いた文章や言動をもとに検討する。
　中学２年の４月時点でＡ男は「私の夢」作文で，次のように記述している。
　Ａ男は「今は夢がないからがんばれないけれども，夢が見つかればきっとがんばれる」と考えていた。将来就きたい
職業が漠然としていたこともあり，職場体験の訪問先は明確な理由もないまま卒園した保育園へ訪問した。中学２年生
の夏休みから戦争などの歴史に興味を抱くようになり，読書や映画鑑賞を通して，疑問に思ったことを話題にするよう
になった。したがって，３月の修学旅行の異文化交流会で紛争地域の留学生と交流できることに期待を膨らませていた。
異文化交流会当日の感想発表の際，Ａ男は「英語を話せるようになって，もっといろんな人と話がしたいです。そのた
めに，英語の授業をしっかり受けようと思います」と自らの語学力のなさを痛切に感じたことを打ち明けた。また，修
学旅行のしおりには，次のように書き記した。
　Ａ男は３年に進級後，英語の学習に力を注ぎ，英語検定の資格をとろうと意欲的に学習に取り組んだ。また，政治的 
な問題への関心をもつようになり，朝学習の時間に人権問題や国際平和に関する本を好んで読むようになった。
　一方，演劇公演に向けた練習では，Ａ男は台詞を覚えることに苦しんだ。当初，「なぜこんなことをするのか」と口
にすることもあったが，徐々に熱が入り，演劇練習以外の時間にも，舞台に必要な物品づくりを小道具係に依頼したり，
ダンスの練習を復習したりする姿が見られた。演劇公演についてＡ男は次のように記している。
3 筆者はＡ男を３年間，学級担任として受けもち，人間関係の変化や将来への展望等に気付きやすい立場にあった。さらに，各活動を振り
返るワークシートが詳細に記載されており，筆者の見取りを越えて，客観的データとして活用できると判断し，抽出した。
表２　様々な活動を通して大切だと
思う力（複数回答可）
1 コミュニケーション力 87.1％
2 共感する力 58.7％
3
先を見通す力 32.3％
継続する力 32.3％
発想力 32.3％
4 想像力 29.0％
5 忍耐力 25.8％
6 幅広い知識 22.6％
7 独自性 19.4％
8
ユーモア 16.1％
体力 16.1％
　皆さんはどんな将来の夢がありますか。僕はまだありません。なので，僕は自分の将来の夢がほしいです。将来
の夢がほしい理由はいくつかあります。１つ目は，自分の将来の夢がないとどんな場所に進学したり，就職したり
するかを決めることが難しくなるからです。自分のしたいことや自分の将来の夢によって，高校や大学，専門学校
を決める人が多いと思います。でも，それがないと決めることが難しくなると思います。２つ目は目標がないと何
事にも真剣に取り組めないことです。「どんなことがしたい」「どんな仕事につきたい」などの目標があることで，
それに向かってがんばって勉強をしたりできると思います。でも，そういった目標がないとあまり真剣にできない
と思います。
　パレスチナ，レバノンの人と話した。特にパレスチナは内戦や紛争が続いていて，普段聞けない話が聞けるので
はないかと思った。その人は英語が話せるそうでしたが，うまく会話をすることができなかった。英語の授業では
聞かない単語が出てきたり，スピートが早かったりして，分からないところがいくつもあった。
　パレスチナ国内の話はパレスチナに住んでいる人にしか聞けないこと。しかし，こんなチャンスを自分の英語の
未熟さでつぶしてしまうのはとてももったいない。だから，私は次のチャンスが来るまで，失敗を恐れないで，自
分から話をして，もっと他の国の歴史や英語の力を身に付けていきたい。
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　また，３年生の１学期末に行った「総合的な学習における様々な活動を通して，大切だと思った能力は何か」という
質問に対し，多くの生徒が「コミュニケーション力」「見通しをもって実行する力」などの選択肢に丸印をつけたのに
対し，Ａ男はすべての選択肢に丸印を付け，「それぞれの力が関係していることが大事」と補足した。Ａ男が能力とは
単独で発揮されるものでなく，それらが関連付いた時に発揮されるととらえていることがうかがえた。
　入学当初，周囲への配慮のない言動から良好な人間関係を築けずにいたＡ男だが，様々な活動の振り返りを通じて，
思考や行動に変化が見られた。具体的に，異文化交流体験後の英語への意欲的な取組，政治的問題への関心の広がり，
差別されてきた人へのまなざし，演劇後の仲間との関わり方などである。彼の変容を本実践の成果とみなすことができ
るかどうかは別にして，以上のことをキャリア発達の軌跡として評価することは可能であるように思われる。
７  今後の課題　
　最後に，本研究から得られた課題は２点ある。１点目は，本研究は学年37名の集団に対して行われた１年間にわたる
実践事例に基づいており，その知見は極めて限定的な範囲の中から導かれているという点である。加えて，抽出生徒Ａ
男の変容に関する記述についても，観察主体の立ち位置の影響を完全に免れることができない。こうした事情から，本
研究の考察は量的調査としても，質的研究としても客観的で信憑性のある結果を得ているとは言いがたい。今後，大規
模な学年集団で量的調査を実施することを通じて，信憑性のある数値を基にした考察を加えていく必要がある。
　２点目は，キャリア教育において目指すべき資質・能力に関わる課題である。例えば職場体験で失敗したという経験
が後に，本人の成長を促す契機となったり，成功体験が成長を拒んだりすることもあり得る。ただし，こうした側面を
逆手に取ってしまえば，いかなる教育実践も前年踏襲でよしとする風潮が広がることも懸念される。こうした事態を回
避するためにもキャリア教育の実践において，どのような資質・能力を身に付けさせるべきかについて子どもの実態に
即して職員間で検討する場が必要となる。今後，各人の個人的な経験知を組織的な実践知へと高められるような連携に
努めていきたい。
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